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全

般

本
欄
で
は
、
昨
年
一
月
号
か
ら
本
年
一

O
月
号
ま
で
の
法
律
時
報
文
献
月
報
に
収
め

ら
れ
た
作
品
を
中
心
に
対
象
の
収
集
に
あ
た

っ
た
が
、
闘
の
及
ば
な
か
っ
た
業
績
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
紙
帽
の
制
限
ゆ
え
に
割
愛

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
作
品
も
あ
り
、
取
り
上

げ
た
業
績
へ
の
コ
メ
ン
ト
が
想
い
事
と
併
せ

て
あ
ら
か
じ
め
ご
海
容
を
乞
う
。

法
制
史
学
会
で
は
本
年
度
か
ら
春
季
年
一

回
の
総
会
開
催
体
制
に
移
行
し
、
第
五
八
回

総
会
(
本
年
四
汚
二
一
一

i
一
一
一
一
一
日
日
慶
応
義

塾
大
学
)
で
は
偲
別
報
告
と
並
ん
で
「
実
践

と
し
て
の
法
i
l
閥
解
釈
技
法
の
歴
史
」
を
共

通
テ

i
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か

れ
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
平
安
期
日

本
、
古
代
ロ
ー
マ
、
中
位
・
近
世
ヨ
!
ロ
ツ

パ
、
康
代
中
国
の
規
点
か
ら
報
告
・
討
論
を

活
発
に
行
っ
た
。

一一

O
O三
年
四
月
の
法
制
史
学
会
総
会
に

て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
、
が
、
一
一
一

成
美
保
編
吋
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
比
較
法
史
学
i

i
近
代
法
秩
序
の
再
検
討
』
(
大
阪
大
学
出

版
会
)
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

小
山
貞
夫
先
生
の
学
統
に
連
な
る
誇
論
者

が
、
制
度
の
社
会
に
お
け
る
実
際
の
動
き
方

の
探
求
、
「
人
聞
が
出
て
来
る
法
制
史
」
を

志
向
し
つ
つ
ま
と
め
た
帝
怯
義
深
い
論
集
と
し

て
小
山
貞
夫
先
生
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編

司
西
洋
法
制
史
学
の
現
在
i

i
小
山
貞
夫
先

生
古
稀
記
念
論
集
も
(
創
文
社
〉
(
以
下
、

「
小
山
古
稀
」
)
が
公
刊
さ
れ
た
。
古
典
期
ロ

ー
マ
法
学
か
ら
民
法
解
釈
学
に
至
る
幅
広
い

論
考
を
収
め
た
河
内
宏
他
編
ぷ
巾
氏
、
法
学
の

歴
史
的
・
思
想
的
展
開
!
i
原
烏
重
義
先
生

ニ
0
0
4ハ

林

智

良

阪
上
員
千
子

的
場
か
お
り

沢
田
裕
治

(
信
山
社
)
が
出
版
さ
れ
た
が
、
個

別
収
録
論
文
の
紹
介
・
検
討
は
来
年
度
に
行

い
た
い

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
体
制
を
迎
え
、
法
史
学
が

そ
の
存
在
意
義
を
自
問
自
省
す
る
動
き
が
深

ま
る
な
か
で
、
大
平
祐
一
ョ
法
出
入
学
の
黄

昏
L

か
ら
司
法
史
学
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
L

へ
」
〈
法
時
七
七
・
一

O
〉
は
、
西
洋
に
関

す
る
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
法
の
「
理
解
L

と
「
相
対
化
」
お
よ
び
批
判
的
思
考
の
酒
養

に
そ
の
途
を
見
出
す
。
岩
野
英
夫
「
開
き
書

き
・
わ
が
屈
に
お
け
る
法
史
学
の
歩
み
伺

附
」
(
開
法
五
七
・
一
二
i
l
l
t
m

〉
は
、
塙
治
先

生
の
法
史
学
を
周
辺
の
人
々
の
言
葉
に
よ
っ

て
浮
き
彫
り
に
す
る
に
閣
ま
ら
ず
、
昭
和
期

の
西
洋
法
制
史
学
を
め
ぐ
る
知
的
な
世
界
地

図
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
日
本
に
お
い
て

西
洋
法
制
史
を
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
も
示
唆
を
与
え
る
貴
重
な
証
言
。
な

ぉ
、
近
世
・
近
代
ヨ

i
ロ
ッ
パ
宏
主
対
象
に

法
史
学
の
方
法
論
を
検
討
し
た
講
演
記
録
と

し
て
、
ジ
ャ
ン
社
ル
イ
・
ア
ル
ペ
ラ
ン
/
野

上
博
義
訳
一
な
ぜ
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
ヨ

i
ロ
ッ
パ
法
出
叫
ん
か
」
(
名
城
五
五
・
一
)
が

あ
る
。
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ヨ
!
日
ッ
パ
大
陸

古
代

古
代
に
つ
い
て
は
、
翻
訳
書
一
冊
と
単
行

論
文
一

O
編
、
史
料
翻
訳
一
一
一
編
と
講
演
記
録

一
一
繍
他
を
成
果
と
し
て
自
に
し
得
た
。
ま
、
す

翻
訳
書
と
し
て
ア
ラ
ン
・
ワ
ト
ソ
ン
/
瀧
深

栄
治
肝
機
島
正
法
訳
守
口

i
マ
法
と
比
較

法
』
(
…
一
日
岡
山
社
)
が
出
た
。
ロ
!
マ
法
自
体

の
概
観
と
そ
の
比
較
法
学
的
位
置
づ
け
の
検

討
か
ら
な
る
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
か
ら
の

視
点
に
眼
ら
な
い
広
汎
な
議
論
が
平
明
な
訳

文
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
。
特
に
吋
法
学
援

要
も
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
大
陸
双
方
の
法
学

に
与
え
た
影
響
の
検
討
は
興
味
深
い
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
関
す
る
論
説
で
は
、
丸

橋
裕
「
法
の
支
配
と
対
話
の
哲
学
j
i
l
l
プ
ラ

ト
ン
の
政
治
哲
学
と
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
精
神
」

(
西
洋
古
典
学
研
究
五
四
)
が
、
警
か
れ
た

法
の
、
そ
の
と
き
ど
き
の
投
票
決
議
に
対
す

る
優
位
と
し
て
の
ア
テ
ナ
イ
の
「
法
の
支



配
」
が
有
し
た
現
念
と
現
実
の
機
能
と
を
プ

ラ
ト
ン
吋
ク
リ
ト
ン
h

J
法
律
L

に
お
い
て

探
求
す
る
。
古
代
ロ

1
マ
に
間
附
す
る
論
説
で

は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
佐
々
木
健
「
特

示
命
令
と
神
法
物
」
(
論
議
一
五
八
・
四
)

は
、
従
来
か
ら
の
筆
者
の
特
示
命
令
研
究
を

更
に
一
歩
前
進
さ
せ
た
論
考
。
人
法
物
と
対

置
さ
れ
る
概
念
と
し
て
の
神
法
物
を
適
用
対

象
と
す
る
特
示
命
令
に
つ
き
了
察
に
該
当
法

文
と
間
間
違
史
料
を
追
い
、
そ
の
法
的
な
枠
組

み
を
解
明
し
て
い
る
、
が
、
そ
れ
を
通
じ
て
背

景
と
し
て
の
第
二
次
ポ
エ
一
一
戦
争
以
降
の
社

会
情
勢
、
人
々
の
宗
教
観
、
さ
ら
に
は
聖
俗

観
念
の
変
容
を
見
通
す
。
林
信
犬
「
ロ

l
マ

社
会
に
お
け
る
嫁
資
制
度
の
変
遷
過
程

i
l

勅
法
を
て
が
か
り
に
」
(
「
小
山
古
稀
」
)
は
、

近
年
に
お
け
る
女
性
史
研
究
の
進
展
を
視
野

に
入
れ
つ
つ
、
叫

N

勅
法
議
纂
L

お
よ
び
コ
ア

オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
も
に
見
ら
れ
る
嫁
資
関
連

史
料
〈
前
者
二
一
一
一
一
一
法
文
、
後
者
二
一
一
一
法
文

に
及
ぶ
〉
を
検
討
し
た
上
で
、
「
嫁
資
は
犬

の
所
有
権
に
属
す
る
」
と
の
通
説
が
持
つ
意

味
の
見
直
し
を
迫
る
。
関
長
に
は
他
に

ミ
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
わ

a
a
d
M
g仏
?

器
吉
田
L

第
一
一
一
巻
第
二
ハ
章
第
一
一
法
文
に
つ

い
て
(
i
嫁
資
の
機
能
と
離
婚
原
因
の
存

奇
」
立
既
成
一
五
八
・
五
H

ム
ハ
)
が
あ
る
。

守
口
坂
渉
「
金
銭
の
取
戻
し
守
山
口
島
町
即
応

0
2
g
5

5
0
2
8ど
(
阜
一
世
話
五
ム
ハ
)
は
、
金
銭
の
占

有
を
喪
失
し
た
原
所
有
者
が
、

手
と
し
て
そ
の
金
銭
弱
体
を
取
り
戻
せ
る

か
、
対
人
訴
訟
で
あ
る
コ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ

が
提
起
で
き
る
か
の
問
題
を
論
ず
る
。
関
連

す
る
法
文
を
子
細
に
検
討
し
、
区
別
の
鍵
と

し
て
ロ

i
マ
の
法
学
者
た
ち
が
用
い
た
「
金

銭
の
現
存
」
と
「
費
消
」
概
念
を
め
ぐ
る
近

代
学
説
(
後
者
の
把
握
に
つ
き
混
和
説
と
支

出
説
に
分
か
れ
る
〉
を
丁
寧
に
整
理
・
検
討

し
て
、
自
説
(
混
和
説
〉
に
至
る
。
吉
原
達

也
ゴ
ハ
ハ
オ

i
フ
ェ
ン
可
問
問
機
制
』
に
お
け

る
法
の
諸
梧
」
〈
広
法
二
九
・
二
〉
は
、
「
母

権
制
制
」
と
い
う
鍵
概
念
の
中
で
の
寸
法

(
同

N
2
Kど
と
い
う
契
機
に
着
目
し
て
、
「
女

性
支
配
」
概
念
と
共
に
こ
れ
を
検
討
し
、
そ

の
過
程
で
古
代
ロ
!
マ
法
の
自
然
法
概
念
に

論
を
及
ぼ
す
。
な
お
、
竪
郎
研
一
「
ミ
シ
ェ

ル
・
ヴ
ィ
レ

l
に
お
け
る
叶
人
間
の
権
利
L

批
判
に
つ
い
て
」
(
愛
学
四
六
・
沼
)
は
、

権
利
観
念
に
対
す
る
近
代
的
理
解
を
批
判
す

る
ヴ
ィ
レ
!
の
説
を
紹
介
す
る
過
程
で
古
代

ロ
ー
マ
法
上
の

45u
、
さ
ら
に
「
自
然
法
L

、

「
万
民
法
」
な
ど
の
諸
概
念
を
検
討
す
る
。

実
定
法
の
解
釈
学
に
主
た
る
視
睦
を
お
い

た
諸
作
品
に
つ
い
て
は
原
郎
そ
の
分
野
に
譲

ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
古
代
を
論
じ
た
業
績

と
し
て
以
下
の
も
の
を
回
に
し
得
た
。
石
市

博
康
ミ
契
約
の
本
性
ι
の
法
線
一
論

ω
1附」

(
法
協
一
・
了
、
)
七
〉
は
、
ロ

i
マ
古

典
法
(
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
サ
ヴ
ィ
ニ
ー

の
検
討
〉
か
ら
時
代
を
下
り
つ
つ
検
討
対
象

を
中
世
ロ
ー
マ
法
学
に
移
し
、
「
夜
間
然
学
派
の

検
討
に
宝
る
。
小
川
浩
一
一
一
「
暇
疲
担
保
索
任

の
請
求
期
限
に
つ
い
て
i
i
j
i
問
答
契
約
研
究

の
一
環
と
し
て
」
(
樹
蕗
二
了
一
一
)
は
、

独
民
法
に
お
け
る
椴
庇
担
保
責
任
に
基
づ
く

請
求
期
限
と
債
務
の
消
滅
時
効
一
般
と
の
相

違
か
ら
出
発
し
、
前
者
と
歴
史
的
に
関
わ
る

高
級
管
理
官
告
示
・
担
保
関
答
契
約
(
さ
ら

に
両
者
の
関
係
〉
を
近
年
の
ジ
ャ
カ
ブ
H

ク

ー
ピ
ッ
シ
ュ
間
論
争
を
軸
に
論
ず
る
。
藤
野

奈
津
子
「

(ua吉
川
口
円
。
ロ
宮
凶

Z
E
Cを
め
ぐ

る
考
察
i
l
i
ロ
l
マ
法
に
お
け
る

J
燃
効
μ

概
念
の
検
討
か
ら
」
(
一
一
一
重
短
一
二
七
)
は
、

イ
ェ
!
リ
ン
グ
の
子
契
約
締
結
上
の
過
失
理

論
L

に
対
す
る
関
心
か
ら
出
発
し
つ
つ
、
ロ

ー
マ
古
典
法
の
売
買
契
約
に
お
け
る
「
原
始

不
能
L

と
「
無
効
L

概
念
を
探
求
す
る
。

講
演
記
録
で
あ
る
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ナ
・

J
-

キ
ウ
ジ
/
五
十
君
麻
里
子
訳
「
ロ

l
マ
に
お

け
る
外
人
像
i
i法
の
モ
ザ
イ
ク
踊
を
構
成

す
る
小
石
遼
」
(
法
政
七
一
一
・
四
)
は
、
ロ

ー
マ
の
外
人
法
制
を
軸
と
し
て
ロ
!
マ
社
会

に
お
け
る
統
合
の
方
向
性
と
多
様
な
要
素
の

国
外
か
ら
の
流
入
・
共
存
と
を
概
観
す
る
。

史
料
の
邦
訳
と
し
て
、
一
ア
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典

研
究
会
「
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
(
わ
邑

2

d
M
g
E∞百戸広田
)

M

W

L

(

法

政

史

六

四
)
、
津
野
義
堂
他
訳
「
私
た
ち
の
永

遠
に
尊
厳
者
で
あ
る
ユ

l
ス
テ
ィ

i
ニ
ア
l

ヌ
ス
の
法
学
援
要
ま
た
は
法
学
入
門
L

(

比

雑
一
一
一
九
・
四
)
が
順
調
に
継
続
中
。
古
典
期

ロ
l
マ
法
に
つ
い
て
の
基
本
研
究
文
献
の
翻

訳
と
し
て
ケ
ッ
ラ

l
/問
徹
訳
「
古
典
期
ロ

ー
マ
法
に
よ
る
争
点
決
定
と
特
決
に
つ
い
て

ω」
〈
開
法
五
五
・
一
一
一
)
が
順
調
に
継
続
中
。

遠
藤
歩
「
学
説
設
纂
第
四
六
巻
第
一
章
〈
保

証
及
び
委
任
に
つ
い
て
)
i
i
i保
証
概
念
の

比
較
法
的
考
祭
に
向
け
て
」
(
都
法
四
六
・

一
)
は
、
近
時
の
債
権
担
保
法
領
域
で
の
法

政
策
に
お
い
て
歴
史
的
背
景
へ
の
視
座
が
欠

如
し
て
い
る
と
い
う
間
関
心
か
ら
、
基
礎
資
料

と
し
て
の
標
記
史
料
を
適
宜
訳
者
の
註
釈
を

付
し
つ
つ
翻
訳
す
る
。
な
お
、
ロ

i
マ
法
史

研
究
に
と
っ
て
も
有
用
な
碑
文
史
料
解
読
の

入
門
書
と
し
て
ロ

i
レ
ン
ス
・
ケ
ッ
ピ

i
/

小
林
雅
夫
他
訳
叶
碑
文
か
ら
克
た
古
代
ロ

i

マ

C

(
原
書
房
)
が
出
た
。

(
は
や
し
・
と
も
よ
し

大
阪
大
学
教
授
)
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